
物  質  名 ナフタレン ＤＢ－44 
別  名 ナフタリン 
CAS 番号 91-20-3 
PRTR 番号 ― 
化審法番号 4-311 

構 造 式 

 
分子式 C10H8 分子量 128.17 
沸点 217.9℃ 1) 融点 80.2℃ 1) 
蒸気圧 0.085 mmHg（25℃）2) 換算係数 1 ppm = 5.24 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 3.30（測定値）3) 水溶性 31 mg/L（25℃）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 316 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 490 mg/kg 5)  
 ラット 吸入 LC50 > 340 mg/m3（1hr）5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、25、50、100、200、400 mg/kg/day を 13 週間（5 日/週）強制経口投与した結果、

400 mg/kg/day 群の雌雄で下痢、嗜眠、円背位、被毛の粗剛化が断続的に現れ、2/10 が実験期

間の最終週に死亡し、雄では成熟した好中球数の 94％増加、リンパ球数の 25％減少、雌では

成熟した好中球数の 37％増加を認めた。さらに、200 mg/kg/day 群の雄で限局的な腎皮質のリ

ンパ球浸潤及び尿細管の再生像、400 mg/kg/day 群の雄でび慢性の尿細管変性、400 mg/kg/day
群の雌でリンパ系球数減少などの胸腺の障害がみられ、200 mg/kg/day 以上の群の雄及び 400 
mg/kg/day 群の雌で、実験終了時の体重が対照群よりも 10％以上低かった。この結果から、

NOAEL は 100 mg/kg/day（暴露状況で補正：71 mg/kg/day）であった 6, 7) 。 
・マウスに 0、5.3、53、133 mg/kg/day を連続 90 日間強制経口投与した結果、133 mg/kg/day 群

の雌で、脳、肝臓の絶対重量、脾臓の絶対及び相対重量に有意な減少を認めたが、組織への

影響は調査されておらず、不明であった。また、5.3 mg/kg/day 以上の群の雌で血中尿素窒素

濃度の有意な低下を認め、53 mg/kg/day 以上の群の雌で血清グロブリン濃度、血清タンパク

質濃度の上昇がみられたが、免疫機能には影響はみられなかった 7,8) 。この結果から、LOAEL
は 5.3 mg/kg/day であった。 

・ラットに 0、52、157、314 mg/m3 を 2 年間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、52 mg/m3

以上の群で鼻腔の嗅上皮の過形成、萎縮、炎症、硝子変性、ボウマン腺の過形成、呼吸上皮

の過形成、化生、硝子変性、呼吸上皮杯細胞の過形成の発生率、157 mg/m3 以上の群で鼻腔の

ボウマン腺過形成の発生率に有意な増加を認めた。また、52、314mg/m3 群の雄で肺の軽微な

炎症、52、157 mg/m3 群の雌で肺胞上皮過形成の発生率に有意な増加を認めた。この結果から、

LOAEL は 52 mg/m3（暴露状況で補正：9.3 mg/m3）であった 9) 。 
・マウスに 0、52、157 mg/m3 を 2 年間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、52 mg/m3 以上の

群で鼻腔の嗅上皮の炎症、化生及び呼吸上皮過形成をほぼ全数に認め、肺でも、組織球、リ

ンパ球の浸潤、炎症、肺胞上皮過形成、気管支粘膜下組織の腺拡張等の発生率増加もみられ

た。なお、雄では対照群で闘争による傷害が原因となり、52 mg/m3 以上の群よりも生残率が

低下した。この結果から、LOAEL は 52 mg/m3（暴露状況で補正：9.3 mg/m3）であった 10) 。

 



生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・マウスに 0、300 mg/kg/day を妊娠 7 日目から 14 日目まで強制経口投与した結果、母マウスで

は、300 mg/kg/day 群で 5/33 が死亡し、体重増加の有意な抑制を認めた。仔では、300 mg/kg/day
群で一腹あたりの生存出生仔数の有意な減少を認めたが、体重への影響はなく、奇形もみら

れなかった 11) 。 
・ラットに 0、50、150、450 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 15 日目まで強制経口投与した結果、

仔の内臓、骨格等の奇形はみられなかったが、母ラットでは 50 mg/kg/day 群で 2/20 数匹が死

亡し、150 mg/kg/day 以上の群で体重増加の有意な抑制を認め、50 mg/kg/day 以上の群で投与

開始後に全身性の活動低下、450 mg/kg/day 群で嗜眠及び呼吸が遅くなる症状が現れた。さら

に、投与開始後から強制経口投与直後に一部の母ラットで探索行動がみられたが、妊娠 15 日

目には 150 mg/kg/day 群の 24％、450 mg/kg/day の 92％に探索行動がみられた 12) 。 
・ウサギに 0、20、80、120 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 19 日目まで強制経口投与した結果、母

ウサギへの影響はみられず、胎仔についても平均胎仔数や平均体重への影響、奇形等はみら

れなかった。この結果から、NOAEL は 120 mg/kg/day であった 13) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・急性症状として、暗色尿、顔面蒼白、腹痛、発熱、吐き気、嘔吐、下痢が現れ、肝臓や脾臓

の腫脹もみられる。短期暴露や長期暴露による血液への影響があり、赤血球大小不同症、変

形赤血球症、ヘモグロビン濃度とヘマトクリット値の低下を伴う貧血が現れ、結果的に網状

赤血球増多、白血球増多となる。さらに重い症状では、ハインツ小体が形成され、ヘモグロ

ビン尿症、軽度のメトヘモグロビン血症が現れ、幼児では核黄疸による死亡も起きる。年長

の子供や成人では腎障害の可能性があり、まれに肝臓障害も発生する 14, 15) 。 
・遺伝的にグルコース 6-リン酸デヒドロゲナーゼの欠乏した人で、本物質の暴露を受けて溶血

性貧血となりやすいことが報告されている 15) 。 
・ヒトが経口摂取した場合の急性致死量は 5～15g と推定されているが 15) 、約 6g を摂取したが

回復した 16 歳の女性の例 16) もあり、幼児では 2 日間で総量 2g を摂取した 2 歳児の死亡例 17) 

も報告されている。 
・本物質を含む防虫剤を噴霧した服を扱う労働者で皮膚に刺激を生じ 18) 、本物質 1.5％を含む

鉱物油を使用した労働者で皮膚に湿疹が現れた 19) 。また、15 ppm（79 mg/m3）の蒸気の暴露

を受けた労働者で眼に刺激を生じた 20) 。 
・本物質の暴露を 1～5 年受けた労働者 21 人のうち 8 人で眼の水晶体が混濁し、6 人は微小な

範囲であったが、残りの 2 人は白内障となり、混濁の範囲も広かった 21) 。 
 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：2B 22) 

実験動物では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては十分な証拠がない

ため、IARC の評価では 2B（ヒトに対して発がん性が有るかもしれない）に分類されている。

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 23) TLV-TWA 10ppm（52 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 －  
 



暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、マウスの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 5.3 mg/kg/day（血中尿

素窒素濃度の低下）を採用し、LOAEL であることから 10 で除し、試験期間が短いことから 10
で除した 0.05 mg/kg/day を暫定無毒性量等として設定する。 
 吸入暴露については、ラット、マウスの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 52 mg/m3（鼻

腔の嗅上皮・呼吸上皮の変性）を採用し、暴露状況で補正して 9.3 mg/m3 とし、さらに LOAEL
であることから 10 で除した 0.93 mg/m3 を暫定無毒性量等として設定する。 
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